
広 報

希
望

に

胸
ふ
く
ら
ま

せ
て
、

こ

と
し
も
八

十
六

人

（
男
四

一
人
、
女
四
五
人
）
の
新
成
人
が
誕
生
し

ま
し
た
。

成
人
式
は

一
月
十
五
日
午
前
十
時
か
ら
相
内
児
童

館

で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
お
と
な
の
間
出

に
ふ
さ
わ
し
く
、
例
年
に
な

い
ほ
ど

の
好
天

に
め
ぐ

ま
れ
ま
し
た
が
、
出
か
せ
ぎ
な
ど
で
不
在
者
が
多
く

出
席
者
は
三
十
三
人
で
し
た
。

し
か
し
、
関
係
者

の

「
服
装

は
簡
素
に
―
」
と
い

う
、
か
け
声
を
よ
そ
に
女
性
の
は
な
や
か
な
和
服
姿

だ
け
は
、

い
つ
も
変
ら
ぬ
風
景
で
し
た
。

そ
れ
で
も

「
こ
の
日
の
喜
び
を
機
会

に
権
利
と
義

務
を
持

つ
社
会
人
と
し
て
責
任
あ
る
行
動
を
―
」
と

い
う
斎
藤
教
育
長
の
式
辞
に
真
剣
な
面
持
ち
で
耳
を

傾
け
、
さ
す
が

に
感
激
を
か
く
し
き
れ
な

い
表
情

で

し
た

。

終

っ
て
か
ら
三
人
の
新
成
人
に
よ

っ
て

「
は
た
ち

の
意
見
と
感
想
」
が

の
べ
ら
れ
、
有
意
義
な

一
日
を

過
し
ま
し
た
。

はないつ力、数『瑯鰈既神難じた。

０
ニ
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‐
昨
年
十
二
月
か
ら
業
務
を
開
始
し
た
広
域
消
防
市

浦
分
署
で
は
、
署
員

一
九
と
な
っ
て
連
日
昼
夜
を
問

わ
ず
火
災
予
防
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
手
初
め

に‘村
内
全
域
の
予
防
査
察
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
が

こ
の
ほ
ど
相
内
地
区
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
対
象
は
二
八

　

一
件
と
全
世
帯
の
六
六
、
七
％

六
世
帯

で
、
煙
突
、
ス
ト
ー
　
を
占
め
て
い
ま
す
。

ブ
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
取
扱
い
を
　

　

（
煙
突
の
取
扱
い
）

重
点
的
に
査
察
し
た
も
の
で
す
　
　
△
煙
突
が
屋
根
や
壁
を
通
し

が
、
こ
の
な
か
で
煙
突
の
取
り
　
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
煙
突
と
木

つ
け
不
良
が
目
立
ち
、
特
に
煙
　
部
と
が

一
五
セ
ン
チ
以
上
の
間

突
の
メ
ガ
ネ
石
の
破
損
が

一
九
　
隔

（
か
く
）
と
な
っ
て
い
る
も

躙
助
の
火
災
予
防
査
察
か
ら

の
＝

一
一
九
件

（
四

一
、
六

％
）

。　
△
煙
突
の
貫
通
部
に
メ
ガ
ネ

石
を
使
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
、

ま
た
は
メ
ガ
ネ
石
を
壁
で
包
み

こ
ん
だ
り
、
メ
ガ
ネ
石
が
破
損

し
て
い
る
も
の
＝

一
九

一
件

（

六
六
い
七
％
）

△
煙
突
に
近
い
た
め
木
部
が

黒
コ
ゲ
に
な
っ
て
い
る
も
の
＝

一
八
件

（
六
、
三
％
）

△
煙
突
の
横
の
部
分
よ
り
立

上
っ
て
い
る
部
分
が
三
倍
以
上

の
長
さ
が
な
い
。
軒
か
ら
六
〇

セ
ン
チ
以
上
出
て
い
な
い
と
こ

ろ
＝
八
〇
件

（
二
七
、
九
％
）

（
ス
ト
ー
プ
の
取
扱
い
）

△
ス
ト
ー
プ
の
ま
わ
り
の
可

燃
物
の
整
理
が
十
分
で
な
い
も

の
＝
二

一
件

（
七
、
三
％
）

△
ス
ト
ー
プ
の
上
に
衣
類
等

可
燃
物
を
か
け
て
い
る
も
の
＝

三
七
件

（
一
二
、
九
％
）

（
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
ポ
ン
ペ
の

取
扱
い
）

△
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
ま
わ
り
に

ふ
す
ま
や
カ
ー
テ
ン
が
あ
る
も

の
＝
三
六
件

（
一
二
、
七
％
）

△
ガ
ス
コ
ン
ロ
使
用
後
元
栓

を
全
部
し
め
る
習
慣
が
な
い
も

の
＝
四
四
件

（
一
五
、
三
％
）

県
立
木
造
専
修
職
業
訓
練
校

で
農
業
転
職
訓
練
の
津
軽
塗
漆

器
工
養
成
が
、　
一
月
八
日
か
ら

行
な
わ
れ
、
本
村
に
設
け
ら
れ

た
分
校
で
も
主
婦
二
人
を
ま
じ

え
た
十
人
が
真
剣

に
技
術
の
習

得
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
は
弘
前
市
固
有

の
産
業

と
な

っ
て
い
る
津
軽
塗
漆
器
産

業
を
西
北
地
方

へ
も
普
及
し
、

１

０
馬

―

△
ガ
ス
ボ

ン
ベ
を
外

に
出
し

て
い
な
い
も
の
＝
八
二
件

（
二

八
、
六
％
）

以
上
の
ほ
か
、
火
災
発
生
の

危
険
性
が
認
め
ら
れ
署
員
か
ら

直
接
注
意
を
受
け
た
家
庭
も
あ

り
ま
す
が
、
指
滴
さ
れ
た
こ
と

に
つ
い
て
は
、
早
急
に
修
理
、

改
善
し
、
ま
た
万

一
に
備
え
て

消
火
器
を
設
置
す
る
よ
う
、
消

防
署
で
は
の
ぞ
ん
で
い
ま
す
。

消
火
器
は
消
防
署

へ
申
し
込

め
ば
あ

っ
せ
ん
し
ま
す
。

新
し
い
農
村
工
業
と
し
て
定
着

さ
せ
て
出
か
せ
ぎ
防
止
に
も
役

立
た
せ
よ
う
と
、
本
村

の
ほ
か

稲
垣
、
車
力

の
三
村

で
始
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

相
内
児
童
館

に
設
け
ら
れ
た

木
造
職
訓
校

の
漆
器
科
分
校
で

は
、
主
婦
二
人
を

ふ
く
め
た
十

人
の
訓
練
生
が
、　
一
月
八
日
か

ら

一
期
三
カ
月
の
訓
練
を
始
め

て
い
ま
す
が
、

い
ま
の
と
こ
ろ

板
花
台
を
耐
水
ベ
ー
パ
ー
で
み

が
く

″
と
ぎ
作
業

″
と
、
布
切

れ
で
み
が
く

″
つ
や
出
し
作
業

″
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

訓
練
を
修
了
し
た
人
た
ち
は

す
ぐ
各
企
業

の
従
業
員
と
し
て

採
用
さ
れ
、
在
村

の
ま
ま
漆
器

生
産

に
従
事
し
ま
す
。
さ
ら
に

修
了
生
が
五
十
人
に
達
し
た
段

階

で
分
工
場
を
建
て
、
本
格
的

な
量
産

に
は

い
る
予
定
で
す
。

訓
練
期
間
中

の
費
用
は
、
全

部
県

費

で

ま
か

な
わ

れ
ま
す

が
、
分
校
の
施
設
は
旧
相
内
高

校
校
舎
を
改
築
中
で
二
月
上
旬

ご
ろ
完
成
の
予
定

で
す
。

増
え
た
需
要

の
十
分

の

一
よ

り
供
給

で
き
な

い
状
況
に
あ
る

津
軽
塗
産
業
は
、
多
く
の
技
術

者
を
求
め
て
い
ま
す
。
訓
練
を

希
望
す
る
か
た
は
企
画
室
ま
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
次

の

入
校

は
四
月
で
す
。

な
お
、
職
業
訓
練
後

の
雇
傭

条
件
は
初
任
給
二
万
六
千
円
―

三
万
五
千
円
。
六
カ
月
日
か
ら

四
千
円
―
二
万
円
の
諸
手
当
が

あ
り
、
昇
給
、
賞
与
、
社
保
も

適
用
に
な
り
ま
す
。
勤
務
時
間

は
午
前
八
時
か
ら
五
時
ま
で
。

一　

　

□

火災予防に目を光らす消防署員

技術の習得にはげむ訓練生。 3カ 月後には企業の従業員に採用
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行政区域を越えて

市
浦
村
農
協
と
小
泊
農

協
の
合
併
は
昨
年
八
月
、

合
併
予
備
契
約
を
結
び
ま

し
た
が
、
続
い
て
十
二
月

一
日
に
開
か
れ
た
総
会
で

本
決
ま
り
と
な
り
、
二
月

一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
行
政
区
域
を
越
え

た
だ
域
農
協
の
合
併‐
は
、

県
内
で
二
番
目
で
す
。

両
農
協
の
合
併
は
昨
年
七
月

十
四
日
、
促
進
協
議
会
が
発
足

し
て
か
ら
急
速
に
進
み
、
具
体

化
し
ま
し
た
。

合
併
の
方
法
は
小
泊
農
協
が

組
合
員
百
六
十

一
人
、
水
田
五

十
診
、
肉
用
牛
百
九
十
頭
と
小

規
模
な
た
め
市
浦
が
小
泊
を
吸

収
の
形
を
と
っ
た
も
の
で
す
。

合
併
に
よ
？
て
組
合
わ
所
在

地
は
本
村
に
置
き
、
小
泊
は
支

所
と
な
り
、
二
人
の
Ｌ
百
あ
レ
¨

分
、
組
合
員
の
資
格
は
い
ま
ま

で
ど
お
り
で
す
。

ま
た
役
員
は
市
浦
は
い
ま
の

ま
ま
理
事
十
人
、
監
事
二
人
と

し
、
小
泊
は
理
事
七
人
か
ら
三

人
に
、
監
事
は
二
人
か
ら

一
人

に
な
り
ま
す
。　
一
方
、
出
資
金

は
、
現

行
市
浦
が

一
口
五
千

円
、
小
泊
が
三
百
円
で
す
が
、

二
年
以
内
に
五
千
円
に
増
資
さ

れ
ま
す
。

当
面
、

た
信
用
、

な
ど
を
拡
大
し
つ
つ
あ
わ
せ
て

組
合
員
の
増
加
を
は
る
か
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

個

性

の
あ

る
農

協

に

小
笠
鷹
組
合
長
０
■
＝

「
新

し
い
組
合
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
が
、
今
後
の
組
合
運
営

に
つ
い
て
は
、
な
ん
と
い
っ
て

も
組
合
員
の
協
力
が
必
要
で
す

規
模
が
大
き
く
な
っ
た
と
は
い

え
、
内
容
が
伴
な
わ
な
い
と
意

味
が
な
い
の
で
、
両
地
域
に
即

応
し
た

組
合
づ
く

り
に
努
力

し
個
性

の
あ
る
も

の
に
し
た

い
。
」

教
員
住
宅
Ｑ
己
が
完
成
し
ま
し
た

大
田
小

ｏ
屋
体
工
事
も
急
ビ
ツ
チ

～2月 1日 から正式にスター ト～

疑
亀

購 は
買不`

振
共 だ
済 つ

教
職
員
の
住
宅
不
足
を
解
消

す
る
た
め
昨
年
九
月
か
ら
、
相

内
地
区
岩
井
団
地
内
に
建
設
中

の
へ
き
地
教
員
住
宅
五
戸
が
、

こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

完
成
し
た
住
宅
ほ
、
プ

ロ
ツ

ク
造
り
平
屋
建
て
五
十
二
平
方

材
で
、
規
模
は
居
間
六
畳
、
寝

室
六
畳
、
子
ど
も
部
屋
四

・
五

畳
の
ほ
か
、
日
房
、
浴
室
な
ど

か
ら
な
り
、
今
年
度
分
と
し
て

五
戸
建
設
し
ま
し
た
。
総
工
費

は
九
百
二
十
七
万
五
千
円
。

な
お
、
村
で
は
五
カ
年
計
画

で
二
十
五
戸
の
住
宅
建
設
を
目

ざ
し
て
い
ま
す
。

◇
・‥

・◇
…
…
◇

太
田
小
学
校
の
屋
内
体
育
館

建
設
工
事
は
、
昨
年
十

一
月
か

ら
着
工
し
て
い
ま
し
た
が
、
好

天
に
め
ぐ
ま
れ
急
ビ

ツ
チ
に
軍

事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
同
校
屋
体
は
老

朽
化
が
ひ
ど
く
、
早
く
か
ら
建

設
が
の
ぞ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

建
設
中
の
屋
体
は
鉄
骨
平
屋
建

て

（
一
部
木
造
）
三
百
六
平
方

材
。
便
所
、
渡
廊
下
は
四
十
九

平
方
材
で
総
工
費
は

一
千
六
百

五
万
円
。
完
成
は
三
月
初
め
の

予
定
で
す
。

設
計
は
弘
前
市
前
田
建
築
設

計
事
務
所
、
工
事
担
当
は
相
内

建
設

工
業

所

（代
表

島
津
サ

、ヽヽ
）

（
写
凛
）
完
成
し
た
教
員
住

宅

（
上
）
と
、

（
下
）
は
順
調

に
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
大

田
小
体
育
館
。
二
月
初
め
完
エ

の
予
定
。

飛躍が期待される市浦農協
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み
ん
な
の
健
康
　
み
ん
な
で
守
ろ
う
―
と
、

第

一
回
村
民
健
康
会
議
は
、　
一
月
十

一
日

十
時
か
ら
相
内
児
童
館
で
約
百
三
十
人
が
参

加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

会
議
は
跡
部
洋
県
成
人
病
予
防
協
会
常
任
理

事
の

、
健
康
を
は
ば
む
も
の
」
と
題
す
る
講

演
の
あ
と
、
Ｃ
丈
夫
な
子
ど
も
を
産
み
育
て

る
た
め
に
は
②
成
人
病
を
防
ぐ
に
は
―
の
二

つ
の
テ
ー

マ
に
分
か
れ
て
分
科
会
が
開
か
れ
、

活
発
を
意
見
交
換
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

‥
第

一
回
村
民
健
康
会
議
―

三
分
科
会
で
活
発
に
意
見
交
換

午
後
は
分
科
会
報
告
と
全
体

会
議
が
開
か
れ
、
助
言
者
と
し

て
出
席
し
た
増
田
桓

一
呻
北
郡

医
師
会
長
、
高
松
功

・
五
所
川

原
保
健
所
長
ら
に
も
積
極
的
に

質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

村
で
は
こ
れ
ま
で
も
保
健
衛

生
行
政
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し

た
が
、
昨
年
四
回
の
妊
婦
検
診

で
も
対
象
者
五
十
人
に
対
し
て

受
診
者
は
二
十
人
と
少
な
く
、

一
方
、
妊

婦

届
け

に
つ
い
て

も
、
六
カ
月
以
上
経
っ
て
か
ら

の
も
の
が
全
体
の

一
三
％
を
占

め
る
な
ど
、
妊
婦
と
し
て
の
意

識
の
低
さ
が
み
ら
れ
た
ほ
か
、

乳
児
の
死
亡
率
も
二
九

・
七

（

人
口
千
人
に
対
し
て
）
で
こ
れ

は
県
平
均
の

一
六

ｏ
九
よ
り
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
ガ

ン
、
脳
卒
中
な
ど
成
人
病
に
よ

る
死
亡
が
四
十
七
年
は
五

一
・

二
％
、
四
十
六
年
は
七
四

・
三

％
と
い
う
数
字
を
示
す
な
ど
、

個
人
事
業
税
の
申
告
手
続
き

が
か
わ
り
ま
す
。

事
業
所
得
者
が
所
得
税
を
納

め
な
い
人
で
も

「住
民
税
の
申

告
書
を
提
出
す
れ
ば
、
個
人
事

業
税
の
申
告
が
あ
っ
た
も
の
と

み
な
さ
れ
る
」
こ
と
に
な
つ
ま

す
。こ

れ
は
現
在
の
所
得
税
の
申

生
呈

本
化
に
加
え
て
、
四
十
七

年
度

の
地
方
税
法
改

正
に
よ

り
，
申
告
手
続
き
が
さ
ら
に
簡

素
化
さ
れ
た
も
の
で
、
四
十
七

年
分
つ

‥申若
か
ら
適
用
さ
れ
遺

す
。
．し
た
が
っ
て
所
得
税
の
確

定
申
告
書
ま
た
は
住
民
税
の
申

告
書
を
提
出
し
た
場
合
は
、
個

人
事
業
税
の
申
告
書
を
出
さ
な

く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
た
わ

け
で
す
。

た
だ
、
こ
の
申
告
利
度
の
改

正
に
よ
り
住
民
税
の
申
告
書
に

「事
業
税
に
関
す
る
事
項
」
の

記
載
欄
が
設
け
ら
れ
ま

―し
た
の

で
ｒ
記
職
事
項
の
説
明
書
き
に

注
意
さ
れ
、
該
当
す
る
場
合
は

も
れ
な
く
記
載
す
る
よ
う
に
し

、で
く
だ
さ
い
や

く
わ
し
い
こ
と
は
総
務
課
税

政
係
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

村
の
保
健
活
動
の
効
果
が
あ
ま

り
上
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
健
康
な
村
づ
く
り

を
推
し
進
め
る
た
め
村
民
の
主

体
的
な
参
加
の
も
と
に
問
題
提

起
を
求
め
よ
う
と
い
う
も
の
で

加 して かれ た村民

五
所

川
原
県
税

事
務

所
で

は
、
四
十
八
年
に
使
用
す
る
農

業
用
免
税
軽
油
の
申
請
を
次
の

と
お
り
受
け
付
け
し
ま
す
。

個
人
、
共
同
使
用
と
も
申
請

に
必
要
な
諸
用
紙
は
農
協
に
あ

り
ま
す
か
ら
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
免
税
証
の
交
付
は

数
量
が
決
ま
り
し
だ
い
送
付
し

ま
す
の
で
、
郵
送
料

（書
留
）

百
二
十
円
を
そ
え
て
、
農
協
ま

た
は
販
売
店
を
経
由
し
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
五
所
川
原

県
税
事
務
所
課
税
課

・
経
油
引

取
税
係

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。

（
電
話
⑤
二
五
四
九
番
）

▽
受
付
期
日
＝
二
月
十
二
、

十
三
日
の
二
日
間

▽
場
所
＝
市
浦
村
農
協

目
〔勇
郵
特
略で
プ
糧
瑚国

一12・ 13日 農協で一
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
ヘ

加
入
を
お
す
す
め
ｔ
ま
す

奥
さ
ん
、
最
近
の
物
価
高
に
　
で
は
老
後
が
不
安
だ
し
…
、
そ

は
困
っ
た
も
の
で
す
ね
。
少
し
　
ん
な
悩
み
を
お
持
ち
の
方
に
国

く
ら
い
給
料
が
上
っ
て
も
、
こ
　
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
を
お

れ
で
は
何
ん
に
も
な
り
ま
せ
　
勧
め
し
ま
す
。

ん
。
預
金
の
利
子
よ
り
物
価
が
　
　
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
す

上
る
ん
で
は
、
預
金
を
し
て
お
　
と
、
ご
主
人
の
年
金
と
は
別

い
て
も
な
ん
だ
ｔ
、
か
と
言
っ
　
に
、
奥
さ
ん
自
身
の
年
金
が
う

て
、
主
人
の
思
治
や
年
金
だ
け
　
け
ら
れ
ま
す
。
国
民
年
金
か
ら

日赤募金にご協力ください

一日標額は15万 9千円―

協力員が毎戸を訪問します

こ
と
し
も
二
月

一
日
か
ら
、

日
赤
社
員
増
強
運
動
が
行
な
わ

れ
ま
す
。

近
く
日
赤
市
浦
分
区
の
協
力

員
が
毎
戸
を
訪
間
し
ま
す
が
、

日
標
額
は
十
五
万
九
千
五
百
円

で
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
み
な
さ
ん
か
ら
い
た

だ
い
た
募
金
は
次
の
よ
う
な
事

業
に
使
わ
れ
ま
す
。

▽
災
害
救
護
事
業
の
強
化

▽
赤
十
字
看
護
婦
の
養
成

▽
新
興
国
赤
十
字
社
の
援
助

▽
血
液
事
業
の
強
化
推
進

▽
家
庭
看
護
法
、
救
急
法
、

水
上
安
全
法
の
普
及

▽
青
少
年
赤
十
字
育
成
之
赤

十
字
奉
仕
団
活
動

▽
医
療
施
設
営
と
し
体
不
自

由
児
療
育
施
設
経
営

一土
地
や
建
物
を
売
っ
た
と
き
の
税
金

―
　
長
期
譲
渡
所
得
の
税
額
　
円
で
す

計
算

（五
年
を
こ
だ
る
期
間
持
　
　
，２
　
短
期
護
渡
所
得
の
税
額

っ
て
い
た
土
地
や
建
物
を
売

っ
　

計
算

（五
年
以
下
の
期
間
し
か

た
場
合
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
持
っ
て
い
な
か
っ
た
土
地
や
建

（譲
渡
所
得
―
特
別
控
除
）

ｘ
　

物
を
売
っ
た
場
合
）

税
率
＝
税
額
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
の
二
つ
の
方
法
で
計
算
し

特
別
控
除
額
は
ふ
つ
う
百
万
　
た
金
額
の
う
ち
ど
ち
ら
か
高
い

は
、
老
令
年
金
や
障
害
年
金
、

母
子
年
金
、
遺
児
年
金
な
ど
が

支
給
さ
れ
、
老
後
の
生
活
に
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
万

一
の
事

故
な
ど
の
場
合
に
も
お
役
に
た

ち
ま
す
。

国
民
年
金
が
も
っ
と
も
有
利

な
点
は
、
生
命
保
険
な
ど
と
ち

が

っ
て
、
時
代
々
の
社
会
状
勢

や
物
価
な
ど
を
考
え
て
、
年
金

額
も
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
で

す
。さ

あ
奥
さ
ん
、
あ
な
た
も
ど

う
ぞ
、
加
入
の
手
続
き
は
年
金

係

ヘ

い
ね
む
り

ｏ
さ
け
の
み
運
転
や
め
て

〓

至

年

白

川

勝

彦

交
通
事
故
を
、
な
く
す
る
に

は
ぼ
く
は
こ
う
思
う
。
人
が
ひ

か
れ
て
も
、
ぜ
ん
ぜ
ん
け
が
を

し
な
い
で
、
車
は
そ
の
し
よ
っ

く
で
と
ま
り
、
し
よ
う
と
つ
し

た
と
き
は
、
車
は
こ
わ
れ
ず
の

っ
て
い
る
人
に
も
け
が
を
さ
せ

な
い
、
車
が
で
き
れ
ば
、
交
通

事
故
で
こ
ま
る
人
が
い
な
く
な

る
で
し
よ
う
。
で
も
そ
れ
は
い

つ
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
夢
な

の
で
運
転
手
は
い
ね
む
り
運
転

や
さ
け
の
み
運
転
を
や
め
、
道

を
歩
く
人
は
と
び
だ
し
や
し
ん

ご
う
む
し
を
や
め
る
こ
と
が

一

ば
ん
安
全
だ
と
思
う
。

す
き
な
車
を
こ
わ
い
車
に
し
な
い
で

±
一一生
一一年

相
　
坂
　
美
智
子

ま
い
日
テ
レ
ビ
で
こ
う
つ
う
　
て
い
る
か
。
わ
た
し
た
ち
が
、

じ
こ
で
け
が
を
し
た
人
や
し
ん
　
だ
い
す
き
な
車
も
こ
わ
い
お
そ

だ
人
の
こ
と
を
見
て
、
こ
わ
さ
　
ろ
し
い
車
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

を
か
ん
じ
ま
す
。
お
と
う
さ
ん
　
す
。
う
ん
て
ん
す
る
人
も
ど
う

や
お
か
あ
さ
ん
を
な
く
し
て

一
　
ろ
を
あ
る
く
人
も
み
ん
な
で
気

人
ぼ
っ
ち
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
　
を
つ
け
て
こ
う
つ
う
じ
こ
を
な

方
の
金
額
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
ほ
か
の
所
得
と
合
計
し
て
　
所
得
に
か
か
る
税
額
の
一
一
〇

０
譲
渡
所
得
の
四
〇
％
相
当
　
通
常
の
所
得
税
の
計
算
方
法
で
　
％
相
当
額
。

額
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
算
出
し
た
税
額
の
う
ち
、
譲
渡

添
　

〕
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安
東
氏
の
遺
跡
を
た
ず
ね
て
③

―

〓
尉
．―

松
原
補
陀
寺
の
末
寺
な
り
。

こ
の
寺
の
縁
起
は
先
年
回
録
に

か
か
り
し
寺
、
昔
、
鳥
有
と
な

り
て
分
明
な
ら
ず
、
余
、
古
書

類
に
因
っ
て
調
査
せ
し
に
応
永

三
年

（注
１
）
の
建
立
棟
札
あ

秋
田
氏
、
阿
部
慶
季
の
創
立
に

し
て
同
家
の
祈
願
所
な
る
住
古

（注
２
）
と
称
せ
し
由
、
秋
田

家
の

「
寺
領
調
べ

「
と
い
う
古

書
を
見
る
に
崇
福
寺
の
寺
号
は

見
え
ず
、
幡
江
山
、ヽ
蒼
蔵
寺
と

あ
る
は
成
は
蒼
龍
寺
の
こ
と
な

ら
ん
か
。

寺
領
三
百
二
十
四
石
二
斗
五
升

二
合
を
領
し
居
る
か
、
多
分
、

真
言
寺

（注
３
）
な
る
べ
し
、

或
は
崇
福
寺
と
は
後
年
改
名
し

た
る
も
の
か
分
明
せ
ず
。

署

蔵
寺
は
は
土
崎
に
あ
り
」

と
あ
れ
ど。
「
古
職
記
」
に
土
崎

城
は
其
の
創
船
詳
か
な
ら
ず
、

後
小
松
天
皇
、
応
永
年
間
阿
部

慶
季
と
共
に
志
賊

（注
４
）
を

ま
い
ら
く
る
の
功
あ
り
て
慶
季

は
山
本
郡
檜
山
郡
と
称
せ
し
を

寛
文
の
頃

（注
５
）
山
本
郡
と

改
称
せ
り
し
慶
季
は
湊
城
を
築

き
て
そ
れ
に
居
る
秋
田
の
郡
領

と
す
。
港
九
郎
と
称
せ
り
、
云

々
と
あ
り
、
し
か
し
て
蒼
龍
寺

は
秋
田
家
の
慶
長
七
年
、
常
陸

の
宍
戸
に
封
せ
ら
れ
し
後
、
遂

に
廃
寺
に
帰
せ
し
を
寛
永
元
和

の
頃
、
改
完
し
曹
ど
う
宗
に
属

し
同
時
に
蒼
龍
寺
と
改
名
せ
し

な
ら
ん
。
即
今
壇
徒
五
百
以
上

に
し
て
崎
湾
の
名
刺
な
り
。
こ

の
縁
起
は
余
の
古
書
と
古
老
の

話
を
附
言
し
た
る
も
の
故
に
議

購
の
高
説
を
も
っ
て
更
に
記
す

べ
し
。

境
内
に
地
蔵
尊
あ
り
霊
験
著
し

く
遠
く
郡
部
よ
り
も
蒼
龍
寺
の

地
蔵
尊
に
祈
願
す
る
も
の
あ
り

て
日
々
多
く
の
参
け
い
あ
り
と

縁
起
詳
か
な
ら
ず

（石
像
五
仏

な
り
）

享
保
十
七
年
壬
子
五
月

（注
６

）
当
寺
六
世
寂
甚
龍
和
尚

（注

７
）
の
世
に

（
（提
明
）
と
い

う
人
の
建
立
せ
し
も
の
な
り
）

高
さ
五
尺
以
上
に
し
て
彫
刻
巧

み
な
り
、
蒼
龍
寺
保
存
の
古
物

鬼
の
仮
面
あ
り

（男
面
形
）
尺

以
上
自
木
彫
刻
の
も
の
に
し
て

有
名
の
古
物
な
り
、
慶
長
以
前

（注
８
）
ま
で
秋
田
家
居
城
の

裏
門
上
に
附
置
し
あ
る
も
の
に

て
男
女
二
面
あ
り
し
を
廃
城
当

時
よ
り
女
面
を
失
え
り
、
保
存

の
仮
面
は
右
眼
な
く
、
左
眼
の

み
残
れ
り
、
数
百
年
間
風
雨
に

瀑
露
せ
し
故
に
遂
に
朽
剥
せ
し

も
の
な
る
べ
し
、
厨
子
の
よ
う

な
も
の
に
納
め
右
扉
に

「左
甚

五
郎
」
の
作
、
右
扉
に

「秋
田

城
裏
門
に
附
し
て
あ
る
こ
と
記

し
め
る
」
。

余
の
浅
見
に
は
何
れ
名
工
の
彫

刻
な
る
疑
る
べ
か
ら
ぎ
る
も
甚

五
郎
の
作
に
あ
ら
ざ
る
べ
し
。

（注
―
）
今
よ
り
約
五
七
五
年

前

（注
２
）
湊
福
寺
と
も
い
う

（
注
３
）
真
言
宗
の
寺
院
、
律

院
と
も
い
う

（
注
４
）
野
番
人

の
意
味
、　
蝦
夷
の
地

を
い
う

（
注
５
）
約
二
百
数
十
年
前

（

注
６
）
約
二
百
四
年
前

注
７
）

慈
和
尚
の
ま
ち
が
い
と
思
わ
れ

る
（注
８
）約
三
百
八
十
年
前
頃

ご
餞
生
お
め
て
と
う

相
川
利
幸

（十
三
）
利
男

工
藤
朋
乏

（十
三
）
忠
比
古

岡
本
清
裕

（
相
内
）
清
美

本
荘
千
登
世

（
十
三
）

一
雄

成
田
裕
美

（
脇
元
）
孝

一

和
島
敦

（磯
松
）
勇
喜
弘

い
つ
ま
で
も
お
し
あ
わ
せ
に

万
西
ふ
く
美

（脇
一九
）
９
才

蔦
谷
平
内
吉

（脇
元
）
“
才

山
宮
キ
セ

（脇
元
）
“
才

○
…
二
月
の
こ
と
を
俗
に
逃

げ
月
と
い
っ
て
い
ま
す
。
時
の

た
つ
の
は
早
い
も
の
だ
と
い
う

人
も
、
そ
れ
は
時
間
の
た
つ
こ

と
ぐ
ら
い
の
気
持
ち
で
い
っ
て

い
る
だ
け
で
、
日
の
た
つ
の
が

早
い
と
は
思

っ
て
い
な
い
よ
う

で
す
。
と
こ
ろ
が
二
月
だ
け
は

別
で
す
。
大
の
月
か
ら
い
え
ば

三
日
、
小
の
月
と
く
ら
べ
て
も

二
日
も
少
な
い
月
で
す
か
ら
、

月
末
の
く
る
の
が
、
こ
ん
な
に

早
い
も
の
か
と
驚
き
ま
す
。

○
…
家
庭
で
も
お
子
さ
ん
の

進
学
や
卒
業
な
ど
、
内
外
と
も

に
、
こ
と
の
多
い
三
月
を
頭
に

入
れ
て
仕
事
の
手
順
を
進
め
て

い
き
ま
し
よ
う
。

Ｏ
…
時
は
金
な
り
…
ｔ
ど
と

口
で
は
い
っ
て
も
、
実
際
に
時

綱
鍵
〓
鳴
婦
鶴

の
と
は
思
っ
て
い
て
も
、
時
間

を
浪
費
し
て
い
る
こ
と
を
、
財

布
を
落
し
た
と
き
の
よ
う
に
実

感
と
し
て
少
し
も
身
に
迫
っ
て

こ
な
い
の
は
、
お
か
し
な
こ
と

で
す
。

山

安
東
氏
の
軍
船
駐
留
港

・
深
浦

車
は

一
路
深
浦

へ
向

っ
た
。

深
浦
は
安
東
氏
が
再
挙
を
は
か

っ
て
敗
れ
、
岩
木
山
を
越
え
金

井
に
遁
れ
さ
ら
に
深
浦
に
は
い

り
、
残
党
は
深
浦
と
名
乗

っ
た

と
い
う
説
も
あ
る
¨
安
東
氏
の

出
城
の
一
つ
で
海
上
交
易
の
避

難
港
と
し
て
ま
た
、
漁
業
の
港

と
し
て
常
時
安
東
氏
の
軍
船
が

駐
留
ｔ
て
い
た
。
海
岸
か
ら
山

上
に
通
ず
る
ど
う
く
つ
が
あ

っ

た
が
、
い
ま
は
閉
鎖
さ
れ
初
め

て
の
人
に
は
わ
か
ら
な
い
。
町

の
南
端
の
東
に
深
浦
城
趾
が
あ

る
。
い
ま
は
、
こ
ん
も
り
と
茂

っ
た
森
に
な
っ
て
い
る
。
別
名

″
日
和
見
城
″
と
も
い
わ
れ
、

堀
の
跡
な
ど
残
っ
て
い
て
後
方

の
水
田
は
安
倍
の
田
と
土
地
の

人
が
言
っ
て
い
る
。

城
趾
を
遠
望
し
て
秋
田

へ
向

け
て
車
を
走
ら
せ
た
。
大
間
越

を
過
ぎ
県
境
を
越
え
る
と
国
道

の
工
事
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。

こ
の
辺
の
海
岸
は
奇
岩
怪
石
で

数
キ
ロ
続
き
、
観
光
シ
ー
ズ
ン

に
は
俗
塵
を
さ
け
て
清
遊
で
き

る
景
勝
の
地
で
あ
る
。
夕
方
、

内

英

太

郎

八
森
を
過
ぎ
田
園
に
連
ら
な
る

秋
の
日
は
つ
る
べ
落
し
に
薄
暮

と
な
っ
た
。
間
な
く
土
崎
市
に

着
き
旅
装
を
と
い
た
。

安
東
晨
季
が
建
て
た
蒼
竜
寺

翌
日
、
曹
ど
う
宗
の
蒼
竜
寺

を
訪
ね
た
が
、
こ
の
寺
は
当
方

の
古
文
書
に
よ
れ
ば
竜
起
山
と

な
っ
て
い
る
。
安
東
康
季
が
建

立
し
た
寺
で
あ
り
、
康
季
は
福

島
城
主
安
東
盛
季
の
嫡
子
で
渡

島
に
の
が
れ
ず
、
南
部
守
行
の

後
方
を
か
く
乱
し
金
井
城
か
ら

阿
北

（
ア
キ
タ
）
土
崎
に
遁
走

し
た
。
土
崎
城
は
福
島
城
の
系

累
と
さ
れ
て
い
る
。
寺
の
額
に

は
安
東
氏
の
紋
で
あ
る

「檜
扇

に
鷹
の
ツ
ガ
イ
羽
」
が
各
所
に

か
か
げ
ら
れ
て
い
る
。

寺
の
口
起
は
本
堂
の
ナ
ゲ
シ
に

古
い
寺
の
縁
起
は
本
堂
の
ナ

ゲ
シ
に
貼

っ
て
ぁ
っ
た
。
こ
れ

を
書
き
上
げ
る
に
は
相
当
な
時

間
を
要
す
る
の
で
、
写
真
撮
影

し
た
が
、
判
読
し
て
つ
ぎ
に
掲

げ
る
。

続
集
古
録
　
　
　
旭
水
生

蒼
竜
寺
土
崎
港
に
あ
り
、
靖
江

山
と
い
い
曹
ど
う
泉
な
り
。
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